
「
小
さ
く
て
も
輝
く
ま
ち 

猪
名
川
」
を
め
ざ
し
て

福田町長が平成 23 年度施政方針を表明

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
自

治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各
種
団
体
な
ど
校
区
内
住
民
で

構
成
さ
れ
た
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
核
と
し

て
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
、
自
助
、
共
助
、
公

助
の
意
識
を
醸
成
し
、
参
画
と
協
働
に
よ
る
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
、
核
家
族
化
の
進
行
す
る
中
、
大
人

も
子
ど
も
も
お
互
い
に
声
か
け
や
あ
い
さ
つ
を
励

行
す
る
あ
い
さ
つ
運
動
を
推
進
し
、
地
域
の
連
帯

感
を
強
め
、
明
る
く
安
全
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
防
犯
活
動
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く

り
防
犯
グ
ル
ー
プ
、
地
域
安
全
推
進
協
議
会
と
と

も
に
川
西
警
察
署
、
川
西
防
犯
協
会
な
ど
と
の
連

携
を
強
化
し
、
生
活
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
パ
イ

プ
役
に
地
域
犯
罪
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
内
に
危
機
管
理
室

を
設
置
し
、
安
全
対
策
に
関
す
る
情
報
収
集
を
図

る
と
と
も
に
、
庁
内
の
横
断
的
な
総
合
調
整
を
行

い
、
即
応
体
制
を
充
実
し
ま
す
。
ま
た
、
気
象
情

報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
行
い
、
的
確
な
状
況
把
握

お
よ
び
迅
速
な
情
報
発
信
な
ど
に
よ
り
減
災
対
策

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　
　
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
　
猪
名
川

　町内外に誇れる健康長寿のまちづく
りの一環として、新たにすこやか体力
検定事業を実施し、高齢者自身が体力
および健康を把握し、健康増進に向け
た意欲や参画意識の向上を図ります。
　子育て支援については、新年度に民
間幼稚園において 0 歳から 2 歳児を対
象とした認定こども園の運営が開始さ
れることから、本町の待機児童の減少
に効果が期待され、これとあわせ認可
外保育所利用者への支援などを通じ、
より一層の待機児童解消に向けた取り
組みを進めます。
　障がいのある人が「地域であたりま
えに暮らし、共に支えあい心豊かに暮
らせるまち」の理念を推進し、障害福
祉計画の改定を行います。

いきいきと暮らせる
　　健康長寿のまち　猪名川

　

教
育
に
つ
い
て
は
、「（
仮

称
）
わ
く
わ
く
ス
ク
ー
ル
プ
ラ

ン
２
」
を
策
定
し
、
確
か
な
学

力
、
豊
か
な
心
、
た
く
ま
し
い

体
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
や

食
生
活
を
見
直
す
契
機
と
し
、

小
児
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
健

康
な
体
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
小
学
校
４
年
生
・
中
学
校

２
年
生
の
児
童
生
徒
に
対
し
て

生
活
習
慣
・
食
生
活
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
適
切

な
生
活
習
慣
に
向
け
た
個
に
応

じ
た
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で

も
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
多
種
多

様
な
学
習
機
会
と
、
そ
の
活
動

成
果
を
活
か
す
場
を
地
域
社
会

に
お
い
て
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
。
環
境
整
備
を
充
実
す
る
と

と
も
に
、
住
民
、
各
種
団
体
へ

の
情
報
提
供
、
情
報
発
信
を
行

う
な
ど
、
自
主
的
な
学
習
活
動

の
支
援
を
図
り
ま
す
。

こ
こ
ろ
豊
か
な
教
育
・

文
化
の
ま
ち
　
猪
名
川

人びとと行政が
　　　ともに歩むまち　猪名川
　人事評価制度を活用した職員の能力、
業績評価を行い、組織目標の効率的達成
と職員の資質向上を図ることにより公務
能率の増進や効果的な事務執行による住
民サービスの向上に努めます。
　ふるさと応援寄附金については、PR
に努めるとともに、本町への愛着を深め
ていただけるよう記念品を贈り、貴重な
財源として有効に活用します。
　組織再編については、企画部を設け町
政の総合調整機能の強化を図るととも
に、情報と広報の一体的な運用により、
町政情報を幅広く発信します。
　また、地域振興部において参画と協働
の推進、産業と観光の活性化に取り組
み、まちづくり部においてハードからソ
フトへのまちづくりの充実を図りなが
ら、重点的に取り組みます。

活力と
　にぎわいのあるまち　猪名川
　地域振興作物であるそばをはじめ、地
域ブランドの定着を図り、安全・安心で
新鮮な猪名川町産の農産物としての付加
価値を高めます。
　都市住民の農業への関心の高まりか
ら、農業体験を促進する市民農園制度を
導入するとともに、農業者の営農活動を
支援する援農ボランティアのモデル化を
進め、本町の農業経営の将来像の構築に
向け研究を行います。
　清流猪名川をはじめ大野山、屏風岩な
どの自然資源、木喰仏、多田銀銅山跡な
どの歴史文化資源など、本町の特性を活
かした観光啓発に向け、観光協会やボラ
ンティアガイドなどの諸団体との連携を
深め、観光客の誘致拡大を図ります。
　地域公共交通については、ふれあいバ
スの見直しを検討し、住民生活には欠か
せない移動手段の確保を目指し、将来に
渡って持続可能な交通体系を構築しま
す。また住民とともに、地域において守
り育てていく公共交通を推進します。

　自然に恵まれた環境、里山などと関連さ
せ、生物多様性に着目した（仮称）メダカ
の里事業として、メダカを守り育み、環境
保護活動や意識啓発に取り組みます。
　誰もが安心して利用しやすい公園となる
よう、子どもたちが安心して遊べる遊具、
高齢者、地域住民のニーズに応じた施設の
配置など地域と行政の協働による公園づく
りを目指すとともに、アドプトプログラム
制度を推進し、花づくりグループへの活動
支援など、やすらぎと潤いのある公園づく
りに努めます。
　健康増進や地域住民の
交流の場として、日生中
央駅から原川を中心とし
た松尾台緑地法面および
町道原広根線の道路植樹
の桜を利用した散策路を整備します。

こころ安らぐ自然に
　　　　　育まれたまち　猪名川

　

２
月
25
日
に
開
会
し
た
第
３
５
４

回
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
福
田

町
長
が
平
成
23
年
度
の
施
政
方
針
を

表
明
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
に
行
う
施
策
や
事
業
に
対

す
る
町
の
考
え
方
を
示
し
た
も
の

で
、
施
政
方
針
の
全
文
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
、
役
場
総

合
窓
口
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
ち
の
主
役
で
あ
る
住
民
一
人
ひ

と
り
が
、
こ
の
ま
ち
に
お
い
て
い
き

い
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
私

は
ま
ち
の
現
状
を
見
つ
め
、
未
来
の

姿
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く

り
に
邁
進
す
る
こ
と
と
し
、
特
に
平

成
23
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
、
私
の
町
政
へ
の
思
い
を
よ
り
一

層
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
猪
名
川
町
の

良
さ
、
特
色
を
活
か
し
、
施
策
・
事

業
全
般
に
お
い
て
内
容
を
深
化
さ
せ

る
こ
と
を
基
本
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

地
方
自
治
に
つ
い
て
は
、
現
政
権

に
お
い
て
地
域
主
権
改
革
の
推
進
を

掲
げ
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見

直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
自
由
度
を
高
め
、
特
色
を

活
か
し
た
地
域
主
権
の
確
立
を
図
る

具
体
的
な
取
り
組
み
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
よ
り
成
熟
し
た

自
治
体
経
営
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

自
立
か
つ
安
定
し
た
“
小
さ
く
て
も

輝
く
ま
ち
猪
名
川
”
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

第
五
次
猪
名
川
町
総
合
計
画
が
２

年
目
を
迎
え
、“
住
み
た
い　

訪
れ

た
い　

帰
り
た
い　

ふ
れ
あ
い
の
ま

ち　
「
ふ
る
さ
と　

猪
名
川
」”
を
将

来
像
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
、
４
月
１
日
か
ら
組
織
再
編
を

い
た
し
ま
す
。

　

部
・
課
を
再
編
す
る
こ
と
で
、
政

策
的
な
実
行
力
を
高
め
、
ま
た
組
織

の
枠
を
越
え
た
協
力
体
制
、
横
断
的

連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
意
識
を
高
め
、
柔
軟
か
つ

迅
速
に
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
本
計
画
に
基
づ
く
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
、
住
民
の
参
画
と

協
働
に
よ
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
里
山
再
生
に
つ
い
て
は
、

森
林
を
貴
重
な
資
源
、
財
産
と
し
て

再
認
識
し
て
活
用
し
て
い
く
た
め
、

今
後
の
指
針
と
し
て
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
る
「
里
山
再
生
基
本
構
想
」

に
よ
り
、
森
林
の
整
備
、
都
市
住
民

も
含
め
す
べ
て
の
住
民
を
対
象
と
し

た
環
境
の
保
全
、
森
林
生
産
活
動
を

促
進
す
る
伐
採
木
の
利
活
用
な
ど
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
、
特
色
あ
る
施
策
の
実
現
に

向
け
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発

足
し
、
政
策
課
題
に
つ
い
て
従
来
に

は
な
い
観
点
、
ま
た
独
創
的
、
創
造

的
な
提
案
を
受
け
、
新
年
度
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
内
容
の
実
現
を
図
る
た

め
、
着
実
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

原川沿いの桜並木

ホームページアドレス（URL）http://www.town.inagawa.hyogo.jp　電子メールアドレス　koho@town.inagawa.lg.jp

毎月1日・15日発行

人　口 32,595人
世帯数 11,874世帯
   （3月1日現在）

　　編集・発行
猪名川町秘書広報室

広報

〒666－0292  兵庫県川辺郡猪名川町上野字北畑11－1　電話番号 072（766）0001（代表）ファックス番号 072（766）3732

第839号
平成23年(2011年)４月１日


